
商工労働観光部観光交流課 

平 成 ２ ５ 年 １ １ 月 

 平成 25年上期外国人旅行者県内受入実績調査の結果について  

 

１ 調査方法 

① 宿泊者数：観光庁宿泊旅行統計（H25.９月現在の暫定値、従業者数 10 人以上） 

      ※確定値は、観光庁が平成 26 年７月頃公表予定。 

② 立寄者数：外国人旅行者の入り込みが見込まれる立寄 18 箇所へのアンケート調査 

                             （県観光交流課調べ） 

 

２ 調査結果 

 

  

 

 

 

 

 

【市場別調査結果】 

（１）台湾 

受入延人数 12,119 人（前年同期比 116.6％、1,721 人増） 

（平成 22 年（震災前）同期比 30.0％、28,275 人減） 

多客期である１月から２月にかけてチャーター便がなかったものの、他県空

港利用の旅行商品による受入者数が増えており、前年同期比 116.6％（平成 22

年（震災前）同期比 30.0％）の 12,119 人となった。 

 

（２）韓国 

受入延人数 2,471 人（前年同期比 166.3％、985 人増） 

（平成 22 年（震災前）同期比 62.2％、1,500 人減） 

放射能汚染に対する不安が緩和されてきたことや円高の是正等により徐々 

に回復しており、前年同期比 166.3％（平成 22 年（震災前）同期比 62.2％）

の 2,471 人となった。 

 

（３）中国 

受入延人数 2,353 人（前年同期比 166.9％、943 人増） 

        （平成 22 年（震災前）同期比 78.5％、646 人減） 

商用客及び個人観光ビザ発給要件の緩和等を受けた個人観光客の増加によ 

り、前年同期比 166.9％（平成 22 年（震災前）同期比 78.5％）の 2,353 人と

なった。 

 

（４）香港 

受入延人数 1,115 人（前年同期比 151.7％、380 人増） 

（平成 22 年（震災前）同期比 22.1％、3,940 人減）  

放射能汚染に対する不安が緩和されてきたことや円高の是正等により徐々 

に回復しており、前年比 151.7％（平成 22 年（震災前）同期比 22.1％）の 1,115

人となった。 

受入延人数  22,913 人 （前年同期比 123.0％、4,278 人増） 

              （平成 22（震災前）同期比 39.6％、34,932 人減） 

原発事故等への不安が徐々に緩和されてきたことや円高の是正等の影響によ

り回復傾向にあるものの、原発事故等の影響が完全には払拭されていないことや

主力の台湾からの冬季チャーター便の減等の影響により大震災前の水準には至

っていない。 



(１)国別内訳
(単位：人)

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール マレーシア その他

(※１)12,890 4,460 1,860 620 1,990 850 500 370 140 80 1,770

10,023 7,659 611 495 363 219 10 270 20 32 344

22,913 12,119 2,471 1,115 2,353 1,069 510 640 160 112 2,11422,913 12,119 2,471 1,115 2,353 1,069 510 640 160 112 2,11422,913 12,119 2,471 1,115 2,353 1,069 510 640 160 112 2,11422,913 12,119 2,471 1,115 2,353 1,069 510 640 160 112 2,114

18,635 10,398 1,486 735 1,410 1,557 360 217 362 - 2,070

123.0% 116.6% 166.3% 151.7% 166.9% 68.7% 141.7% 294.9% 44.2% - 102.1%123.0% 116.6% 166.3% 151.7% 166.9% 68.7% 141.7% 294.9% 44.2% - 102.1%123.0% 116.6% 166.3% 151.7% 166.9% 68.7% 141.7% 294.9% 44.2% - 102.1%123.0% 116.6% 166.3% 151.7% 166.9% 68.7% 141.7% 294.9% 44.2% - 102.1%

57,845 40,394 3,971 5,055 2,999 1,315 300 206 654 - 2,811

39.6% 30.0% 62.2% 22.1% 78.5% 81.3% 170.0% 310.7% 24.5% - 75.2%

※１　宿泊者数の合計には国籍不明者が含まれるため、国・地域別の宿泊者数を足し上げた数字と一致しない。

※２　今回調査より宿泊者数は観光庁宿泊旅行統計を用いており、比較にあたり、平成24年及び平成22年も宿泊者数について観光庁宿泊旅行

　　統計を用いたため、下記参考と一致しない。

(２)受入地域別内訳

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール マレーシア その他

村山 11,684 7,198 1,060 591 915 377 270 452 74 42 705

最上 1,433 1,064 220 31 19 21 2 4 0 2 70

置賜 1,484 778 86 5 253 229 14 0 30 24 65

庄内 4,101 1,897 515 306 491 185 21 116 1 16 553

※　マレーシアについては平成25年より集計開始。

※　(1)の宿泊者数は調査票未回収分について推定して算出しているが、(2)の宿泊者数は調査票回収分の足し上げであるため、値が異なる。

＜参考：平成24年及び平成22年の調査結果＞

　○平成24年上期（1月～6月）

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール その他

9,760 4,903 869 694 861 831 306 62 103 1,131

7,675 6,828 116 215 130 47 0 97 12 230

17,435 11,731 985 909 991 878 306 159 115 1,361

49.9% 56.4% 15.7% 25.5% 130.7% 122.6% 21.4% 112.0% 40.8% 135.0%

※県観光交流課調

　○平成22年上期（1月～6月）

合計 台湾 韓国 香港 中国(香港除く) アメリカ オーストラリア タイ シンガポール その他

24,970 13,748 4,467 3,730 483 826 476 113 195 932

27,895 25,134 61 1,575 359 115 0 166 194 291

52,865 38,882 4,528 5,305 842 941 476 279 389 1,223

170.4% 164.4% 272.6% 194.8% 174.3% 126.6% 156.1% 80.9% 162.8% 141.4%

※県観光交流課調
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